
３ 高津の自衛隊演習場内「馬頭塚」の石造物 

蕨 由美 

はじめに 

2023 年 3 月 2 日、旧高津村の村域であった自衛隊習志野演習場内の「馬頭塚」の石

造物調査を行った。字宮ノ前の三山道沿いにあるこの塚は、高さ約 3ｍの円形の塚で、2

基の青面金剛像庚申塔と、手洗石がある。（馬頭塚と通称されるが、馬頭観音塔はない。） 

本報告では、3 基の石造物調査記録カード（表 1.2.3）を掲載する。「馬頭塚」の立地

とこれらの石造物の解説については、『史談八千代』29 号（2004 年 八千代市郷土歴史

研究会）の拙文「高津のムラ境を祀る民俗」を参照いただきたい。 

 

１．寛政四年銘の青面金剛像庚申塔 

総高 122cm。六臂青面金剛像は左手に輪宝・弓・羂索を、右手に三叉戟・矢と剣また

は金剛杵らしきものを持ち、どくろの首飾りをまとい、邪鬼を踏む。枠下に三猿を配す

る。両側面に蓮の浮彫りを施す丁寧な造りの石塔である。「庚申菩薩」の主尊名は珍しい。 

 

表 1 享保五年銘庚申塔 調査記録カード 

No.1 市史No.1-27  庚申塔 造立年月日：享保 5･10･吉（1720）  

像容： 青面金剛  形状：笠付角柱型 法量： H122cm W52cm D47 cm  

銘文：奉待庚申菩薩諸願成就処 結衆四拾五人 
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２．寛政四年銘の青面金剛像庚申塔 

総高 143cm。六臂青面金剛像は、左手に輪宝・弓・ショケラ（人身）を、右手に三

叉戟・矢・剣（上部欠損）を持ち、頭部に蛇をいだき、足下に邪鬼と三猿がある。台石

に中村清右エ門・石井藤兵衛・江野沢三右エ門ほか約 54人の名が刻まれている。 

 

表 2 寛政四年銘庚申塔 調査記録カード 

No.2 市史No.1-125 庚申塔 造立年月日：寛政 4・10・吉（1792） 

像容： 青面金剛  形状：笠付角柱型 法量： H143cm W52 cm D52cm  

銘文：下総国千葉郡高津村 高津山観音寺現住機外恩禅叟代 

  中村清右エ門・石井藤兵衛・江野沢三右エ門 （他 54名) 
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３．安政五年銘の手洗石 

幅 99cm。正面に篆書体で「奉納」の銘と 16弁の菊花紋が刻まれている。高津山観

音寺住職と「世話人 江野澤惣蔵」他 13名、「石工兵左エ門」の銘がある。 

 

表 3 安政五年銘の手洗石 調査記録カード 

No.3 市史No.なし 手洗石 造立年月日：安政 5・6・ （1858） 

像容： 菊紋    形状：手洗石 法量：H36cm W99cm D40 cm  

銘文：奉納 高津山二十世臥雲真龍叟 当村世話人 江野澤惣蔵 鈴木勝右エ門 岩

井久兵衛 鈴木金左エ門  石工 兵左エ門 （他 10名） 
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おわりに 

2023 年 1 月、八千代市内全庚申塔を集成中の A 氏から馬頭塚の庚申塔の詳細なデー

タを知りたいという要望が寄せられた。当会では 1998年と 2004年に調査を行い、2004

年のデータは『史談八千代』29号の石造物リストにあるが、詳しい記録は不明であった。 

演習場内への立ち入りは事前に申請して許可された団体に限られるため、今回の再々

調査は、当会主催の史跡見学会にA氏が同行する形で行われ、会員 9名も参加した。 

演習場内をご案内いただいた自衛隊習志野演習場の広報班隊員に謝意を表します。 


